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１．研究計画の概要 
 吉備地域における５世紀の大型前方後円
墳群の形成過程を、築造順序の検討による古
墳の造営プロセスだけではなく、それを支え
た集落も含む社会像全体の減少として位置
づける。 
２．研究の進捗状況 
 大型前方後円墳形成にいたる古墳の築造
順序、内容などは、発掘調査や資料の整理を
通じてほぼ明らかになった。現在は集落の変
遷に関する基礎データを整理中である。 
３．現在までの達成度 
 大型前方後円墳を含む古墳の形成過程の
復元作業が 95％、集落の変遷に関する基礎デ
ータの整理が 60％終了し、全体として約 70％
の達成度である。 
４．今後の研究の推進方策 
 今年度は最終年度であるので、古墳と集落
に関する上記の作業を前半で完了させ、年度
の後半では総括と報告書の刊行を行う予定
である。 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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